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　僕は、所謂ライトノベル──「ラノベ」に食わず嫌いの感があって余り詳しくはないのですが、取り敢えずラノベのタイトルは矢鱈と長いものだ、という固定概念には強く囚われております。最近も、某青い紐の神様で話題騒然となったアニメがスタートしましたけど、タイトルを聞いて、ああラノベ由来なんだな、未だこういうタイトルが主流なのかなって、思った次第で。長くて説明的な、あらすじも兼ねてしまっているタイトルを目にする度に、それはタイトルではなく本のテーマや設定でしょう、宇治拾遺物語じゃあるまいに、なんかこう、もっとぎゅっと、コンパクトでエレガントなヤツを頼むよ！　と、つい願ってしまうのです。読んでみたら面白いのかもしれませんが、こうした長たらしいタイトルを冠した表紙を見るだけで「その手の本か」と食指が動かなくなるのは……、まあ、世代の感性の差、と言ってしまえば、それまでなのかもしれません。

　尤も、長いから駄目だという事では必ずしもないのです。長くてもセンスの光るタイトルはある、その一例として挙げたいのが今回ご紹介する『ゲゲゲの娘、レレレの娘、らららの娘』です。

　これ程素晴らしいタイトルに出逢ったのは久し振りです。最初に目に飛び込んで来るのが「ゲゲゲ」の三文字。一定年齢以上の人間ならまず、「ゲゲゲの」＝「鬼太郎」の一択で決まりでしょう。そこに「娘」という情報が付加され、次に「レレレの」と続く。これまた「レレレのおじさん」以外に想像のしようがない特異なワードです。ははあ、これは漫画家の娘さんが関わる内容の本なのだな、と察しが付いたところで、最後に「らららの娘」が来る。「ららら」から連想される漫画家は──と、今度は少し考えますが、ああ、鉄腕アトムの歌詞だ、手塚治虫だ、と。こういう思考の流れを導く訳です。最初が「ららら」では少し弱い。「ゲゲゲ」から始まるからこそ、これだけの情報をスムーズに引き出す事が出来る。正に秀逸と呼ぶべきタイトルでありましょう。

　水木しげる、赤塚不二夫、手塚治虫。本書は、漫画界の三人の巨匠の娘さんによるフリートークを収録したものです。この三人の漫画家にそれぞれ同年代の娘がいたという、ひとつの偶然から実現した鼎談ですが、女三人寄れば姦しいというフレーズがぴったりの女子トークが、それはもう遠慮もなく、最初から最後まで展開されていきます。彼女達にとっては「お父さん」の話な訳ですから、こんな音楽が好きだっただの、娘に対してこういう事をしてくれただのしてくれなかっただの。女性観から仕事観、風俗話云々、奇行やエピソードの数々に至るまで、どのページを開いたって、漫画の神様も形無しの暴露合戦です。彼等を神と崇める熱狂的なファンの方は読まない方がいいかもしれないなと思ってしまう程、そこには等身大の、「人間」としての巨匠達の姿が綴られています。激務の中にあった超有名人を父に持てば子として不満や葛藤を抱くのは当然でしょうし、愚痴の様な部分も出て来たりするのですが、結局それも含めて「でも、うちのお父さんはこんなに素敵なの！」というファーザー・コンプレックス全開の結論に落ち着いてしまっている事に、ご本人達は気付いているのやら、いないのやら……。そんな厭味のない親子愛に溢れた、とても楽しい一冊です。







　齢九十を超えて未だ現役の妖怪・水木しげると、作風を地で行く破天荒な人生を送り、不遇な晩年を迎えた・赤塚不二夫。昭和の終わりと共にこの世を去った稀代の量産機・手塚治虫。彼等の共通点、相違点を見比べながら、娘の目を通して語られる彼等の赤裸な素顔を垣間見るのは、なかなか面白いものでした。そして、この本は自分にも子供が居る状態、つまり、親としての立場と、子としての立場、両方が判る人には一層身につまされるところがあるのではないかなと、そんな風にも感じた事を、最後に付け加えておきます。（了）
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